
伊吹の小中学生がお出迎え

猫もお出迎え

ニューいぶきと並走する漁船

…………………………………… ２〜４
…………………………………… ５

… ６

目　次
○観音寺市の家計簿
○戦争体験談を募集します
○仮称南部地区幼稚園建設の基本設計がまとまりました （関連記事13ページ）

瀬戸内国際芸術祭2016秋会期
11月６日まで

伊吹島からアートを発信

観音寺見送り隊が旗を振りお見送り

路地にある食事処

作品 168 限界 /

伊吹の静けさ打つ水の音

笑顔のボランティアスタッフ

案内板があちこちに

作品 170
Here, There, Everywhere: Project

Another Country -Dap-Pay-

作品 169 ト・ラ・ン・ス・フォー・マー - 島に成る -

休憩所の手作り看板でおもてなし
うららの台所

大漁旗をはためかせ海上でも歓迎

作品 167 イリコ庵

案内マップとイリコを来場者に

オープニングセレモニーで島の歌「宝物」を合唱

マー - 島に成る -

島のお母さんも伊吹いりこをＰＲ
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■財政調整基金　■その他の基金

（億円）
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■合併特例債　■臨時財政対策債　■その他の地方債

　平
成
２７
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
決
算
額
は
２
７
１
億
１
、
６

１
０
万
円
（
前
年
度
比
５
・
９

％
減
）
で
歳
出
決
算
額
は
２
６

３
億
９
、
２
８
８
万
円
（
前
年

度
比
４
・
９
％
減
）
で
し
た
。

　歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
７
億

２
、
３
２
２
万
円
で
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
１

億
５
、
０
３
５
万
円
を
除
い
た

実
質
収
支
は
５
億
７
、
２
８
７

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

　歳
入
で
は
、
そ
の
約
３
分
の

１
を
占
め
る
市
税
で
、
税
率
引

き
下
げ
や
経
済
状
況
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
億
２
、
５
２
８
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
庁
舎
改
築
整
備
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
前
年
度
で

終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
入

金
が
７
億
９
、
９
２
４
万
円
減

少
し
、
市
債
に
つ
い
て
も
他
事

業
も
含
め
て
、
１０
億
９
、
１
４

０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　歳
出
は
、
総
務
費
で
新
庁
舎

建
設
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
２５
億
１
、
７
６
５

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　一
方
で
、
市
民
会
館
建
設
事

業
に
よ
り
教
育
費
で
８
億
７
、

３
１
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　平
成
２７
年
度
の
主
な
事
業
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
運

用
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま

す
。　平

成
２７
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
政

情
報
」
→
「
行
財
政
」
→
「
財
政
状

況
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
決
算
書
は
、
市
役
所

総
合
案
内
所
や
大
野
原
支
所
、

豊
浜
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
設
置
し
、
一
般
会

計
と
は
区
分
し
て
経
理
す
る
会

計
の
こ
と
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水

道
な
ど
１０
の
特
別
会
計
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
保
険
税
や
使
用
料
な

ど
の
特
定
の
収
入
で
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
は
、
全
て
の
会

計
で
黒
字
決
算
で
し
た
。

平
成
２７
年
度
決
算

～
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
～

観
音
寺
市
の

　
　
　家
計
簿

総
務
課
財
政
係

　☎
２３

−

３
９
０
０

一
般
会
計

特
別
会
計

合
併
特
例
債
と
は

　合
併
後
の
市
町
村
の
一
体
性

の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
な
ど

を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
で

す
。
元
利
償
還
額
の
７０
％
が
後

年
度
の
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る
地

方
債
で
す
。
償
還
額
の
全
額
が

後
年
度
の
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
末
の
地
方
債
現

在
高
は
約
３
６
０
億
円
で
、
前

年
度
よ
り
約
１０
億
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

　そ
の
内
訳
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
の
交

付
税
算
入
の
大
き
い
地
方
債
が

大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
除
く
地
方
債
現
在
高
は
、

約
１１
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　基
金
は
、
家
庭
で
い
う
「
貯

金
」
に
当
た
り
ま
す
。

　基
金
に
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
財
政
調

整
基
金
や
特
定
の
目
的
の
た
め

に
積
み
立
て
て
い
る
特
定
目
的

基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
末
の
基
金
現
在

高
は
６７
億
円
で
す
。
前
年
度
末

よ
り
約
５
億
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

特　別　会　計　名 収 入 額 Ａ 支 出 額 Ｂ 差引額 Ａ－Ｂ

施 設 貸 付 事 業 １億７,８５５万円 １億５,７９３万円 ２,０６２万円

国 民 健 康 保 険 事 業 ９２億１,０５９万円 ９２億　 ３９０万円 ６６９万円

国民健康保険伊吹診療所 ６,４９７万円 ６,２５３万円 ２４４万円

後期高齢者医療事業 ８億８,１５８万円 ８億８,０６９万円 ８９万円

介 護 保 険 事 業 ５４億９,０２１万円 ５３億５,９９８万円 １億３,０２３万円

航 路 事 業 １億１,９５７万円 ９,５７４万円 ２,３８３万円

粟 井 財 産 区 ９３６万円 ８１万円 ８５５万円

粟 井 坂 瀬 山 林 １,９６６万円 ３０万円 １,９３６万円

公 共 下 水 道 事 業 １５億３,６０９万円 １２億９,８８３万円 ２億３,７２６万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ３,８８４万円 ３,５７６万円 ３０８万円

特別会計決算額

20 24 26
30

44

64

42

66

36

62

37

67

47

65

18

H23　　H24　　H25　　H26　　H27

基金現在高の推移

市税
84億7,383万円

31.2%

総務費
31億2,379万円

11.9%

民生費
85億692万円

32.2%

衛生費
25億2,206万円

9.6%

農林水産業費
9億4,675万円

3.6%

商工費
6億3,642万円

2.4%

土木費
18億5,475万円

7.0%

消防費
11億6,192万円

4.4%

教育費
41億5,006万円

15.7%

公債費
31億2,169万円

11.8%

その他
3億6,852万円

1.4%

地方譲与税
2億556万円

0.7%
各種交付金

14億7,695万円
5.6%

地方交付税
61億1,770万円

22.6%

国庫支出金
28億8,989万円

10.6%

県支出金
17億9,087万円

6.6%

繰入金
2億5,456万円

0.9%

繰越金
6億6,007万円

2.4%

諸収入
6億7,321万円

2.5%

市債
37億7,470万円

13.9%

その他
7億9,876万円

3.0%

歳入
271億1,610万円

歳出
263億9,288万円

地方債現在高の推移

90 99 128 144

101
109

116
121

130

321

122

330

106

350

95

360

85

92

145

322

H23　　H24　　H25　　H26　　H27

地
方
債
現
在
高

　
　（一
般
会
計
）

基
金
現
在
高

　
　（一
般
会
計
）
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　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、
平
成

２７
年
度
決
算
に
お
け
る
観
音
寺
市
の

財
政
状
況
を
判
断
す
る
各
比
率
を
左

表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
比
率
に
は
早
期
健
全
化

基
準
や
財
政
再
生
基
準
等
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
基
準
値
を
上
回
る
と
同

法
の
規
定
に
よ
っ
て
財
政
の
健
全
化

に
向
け
た
改
善
措
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
決
算
に
お
け
る
比

率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
市
で

は
、
こ
れ
ら
の
比
率
の
動
向
に
注

意
し
な
が
ら
、
健
全
財
政
の
維
持

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　各
地
方
公
営
企
業
会
計
の
資
金

不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
割

合
を
み
る
指
標

健
全
化
判
断
比
率
・

　
　資
金
不
足
比
率

　
　
　
　
　の
状
況

平成２７年度の主な事業

健全化判断比率の状況

特別会計の名称
平成２６年度

決算
平成２７年度

決算
経営健全化

基準

水　道　事　業 － －

 ２０．０ 
航　路　事　業 － －

公共下水道事業 － －

農業集落排水事業 － －

（単位：％）

（単位：％）資金不足比率の状況

※資金不足比率は、全会計とも資金不足額がないため、「－」と表示しています。

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は黒字のため、「－」と表示しています。

健 全 化 判 断 比 率 平成２６年度
決算

平成２７年度
決算

〈参考〉
早期健全化基準
（黄信号）

財政再生基準
（赤信号）

実質赤字比率
（一般会計等の赤字の程度を
みる指標）

－ － １２.７ ２０.０

連結実質赤字比率
（一般会計等及び公営企業会
計を含めた市全体の赤字の
程度をみる指標）

－ － １７.７ ３０.０

実質公債費比率
（市全体及び一部事務組合を
含めた公債費（借入金の支
払い）の標準財政規模に対
する割合をみる指標）

１１.２ １０.２ ２５.０ ３５.０

将来負担比率
（市全体、一部事務組合、公
社・出資法人などを含めた
将来的な負担の標準財政規
模に対する割合をみる指標）

 ８４.８ ７６.４ ３５０.０ 

事　　業　　名 決　算　額

児童手当事業 ９億７,３２７万円

子ども医療費助成事業 ２億４,１０４万円

子育て世帯臨時特例給付金給付事業 ２,７８８万円

施設介護サービス給付事業 ２３億３,８８４万円

障がい者自立支援給付事業 ６億８,８３５万円

生活保護扶助事業 ４億５,１８０万円

国民健康保険一般被保険者療養給付費 ４６億６,８５８万円

後期高齢者医療事業 ８億８,０６９万円

地区公民館生涯学習事業 １,０７６万円

特別支援教育支援員設置事業（小・中学校） ２,９５０万円

外国語指導助手設置事業（小・中学校） １,９５５万円

南部地区幼稚園建設事業 ５,７８４万円

新市民会館建設事業 １４億７,２６９万円

日本学生トライアスロン選手権大会開催事業 ６５２万円

水道新設改良事業 １億１,３４２万円

公共下水道事業（下水道管敷設等） ２億８,５２６万円

一般廃棄物収集運搬、処理委託事業 ４億１,１７９万円

新規就農者サポート、活動支援事業 ２３４万円

中小企業振興事業 ２１０万円

新庁舎建設事業 １億８,７６１万円

事　　業　　名 決　算　額

合併１０周年記念事業 １,０７０万円

広報費（広報紙、ホームページ、ケーブルテレビ
文字放送、オフトーク等） ２,２０３万円

自治会活動支援事業（自治会協議会活動補
助金等） ２,５６４万円

人権啓発活動事業 １６５万円

地籍調査事業 ２,２４０万円

中央七間橋線改築事業 １億４,８５０万円

道路改築事業（社会資本） ９,５３４万円

のりあいバス運行事業 ３,７５８万円

空き家対策事業 ９２８万円

地域情報通信基盤整備事業 ９,４５０万円

同報系デジタル防災行政無線整備事業 ２億５,０１４万円

飲料水兼用耐震性貯水槽整備事業 ５,２９７万円

伊吹総合防災センター建設事業 ７,５１８万円

耐震改修対策支援補助事業 ９０９万円

がん検診事業（胃がん、子宮がん、肺がん、
大腸がん、乳がん、前立腺がん） ４,８９７万円

予防接種事業（子宮頸がん、Ｈｉｂ、小児
用肺炎球菌等） １億４,５０１万円

ファミリー・サポート・センター事業 ５１５万円

保育所運営事業 １０億８,８２４万円

放課後児童健全育成事業 ４,００２万円

妊婦及び乳児健康診査事業 ４,７２６万円

水道事業を公表します

「水は限りある資源です
　　　　　大切に使いましょう」

　問い合わせ先　水道局監理課　☎２５－５２１２

○平成２７年度末の状況

○香川用水の受水状況

○新設改良事業等

給 水 人 口 ６万１，３９３人
給 水 戸 数 ２万４，２４９戸
普 及 率 ９９．２％
年 間 総 配 水 量 ８１２万５，１０１立方メートル
一 日 平 均 配 水 量 ２万２，２００立方メートル
年 間 有 収 水 量 ７１１万６，３２０立方メートル
一日平均有収水量 １万９，４４３立方メートル

年 間 受 水 量 ５２０万９，８５９立方メートル
一 日 平 均 受 水 量 １万４，２３５立方メートル

収

　入

給水収益 １３億８，５２０万円 ９３．９％
受託工事収益 １，４１６万円 １．０％
分担金・その他 ７，５７９万円 ５．１％

合　　　計 １４億７，５１５万円 １００．０％

支

　
　
　出

人件費 １億８，３９５万円 １４．０％
物件費 ２億６，２９０万円 １９．９％
動力費 ４，１１３万円 ３．１％
薬品費 ４８２万円 ０．４％
受水費 ３億５，１６０万円 ２６．７％
減価償却費 ３億７，５７３万円 ２８．５％
資産減耗費 ２，２４３万円 １．７％
支払利息 ３，６４３万円 ２．８％
その他 ３，８２５万円 ２．９％

合　　　計 １３億１，７２４万円 １００．０％

市道観音寺大野原豊浜線（本村地区）配水管布設

国道１１号（和田浜地区）配水管布設

市道有松線送・配水管布設

市道中央七間橋線老朽配水管更新

茂木浄水場防災倉庫新築

これは、総配水量の６４．１２％にあたります。

平成27年度決算

主な建設改良工事

平成２７年度収支状況

貸 借 対 照 表 平成２８年３月３１日現在

・固定資産　　⑴有形固定資産　
 　　　⑵無形固定資産 
 　　固定資産合計　
・流動資産　　⑴現金及び預金等 
 　　　⑵貯蔵品
 　　　⑶その他流動資産
　　　　　　流動資産合計
　　　　　資　産　合　計

・固定負債　　⑴企業債
　　　　　　　⑵引当金
　　　　　　固定負債合計
・流動負債　　⑴未払金
　　　　　　　⑵預り金等
　　　　　　流動負債合計
・繰延収益　繰延収益合計
　　　　　負　債　合　計

・資本金　　　⑴自己資本金 
 　　資本金合計 
・剰余金　　　⑴資本剰余金 
 　　　⑵利益剰余金
 　　剰余金合計 
　　　　　資　本　合　計

　　　負　債　資　本　合　計

８７億５，２１８万円
１億４，２０２万円

８８億９，４２０万円
１８億４，７０９万円

７０２万円
１億８，９６１万円

２０億４，３７２万円
１０９億３，７９２万円

１６億１，２１６万円
４億１，６３９万円

２０億２，８５５万円
１億２，８２６万円
１億３，７０９万円
２億６，５３５万円
８億５，９９２万円

３１億５，３８２万円

６３億９，８０７万円
６３億９，８０７万円

６，３３８万円
１３億２，２６５万円
１３億８，６０３万円
７７億８，４１０万円

１０９億３，７９２万円

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部

戦争体験談を募集します
観音寺市戦争体験記原稿執筆のお願い

　戦後７０年が経過し、人々から戦争の

記憶が薄れつつあります。私たちは、

二度と起こしてはならないこの悲惨な

戦争を風化させることなく、恒久平和

の実現に向けて、後世に語り継いでい

く必要があります。

　そこで、当時の資料収集や実際の体

験談の募集、戦争遺跡の調査などを行

い、「戦争の記憶、未来への伝言」とし

て『観音寺市戦争体験記』の編集を進

めています。

　本書の中心となる「第２編　証言編」

に掲載する「戦地での記憶」や「内地

での体験」などの体験談を募集してい

ますので、協力をお願いします。

執筆テーマ  ……………………………………………

戦争に関連する体験談なら、何でも可（出征のと

きの思い出、最前線での体験、戦争と私、終戦の

日の記憶、戦後の暮らし、父母の思い出など）

原稿枚数  ………………………………………………

４００字詰め原稿用紙４枚程度（縦書き）

パソコンを使用する場合は４６字×１６行で２枚程度

受付期間  ………………………………………………

　１２月２８日（水）まで

注　　意  ………………………………………………

執筆ができない場合など、詳しくは問い合わせて

ください。

問い合わせ先  …………………………………………

文化振興課　☎２３－３９４３
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